




















































B. fragilisとの反応液では， 1-APに相当

する Rf値 0.38の位置に， 1-NPと上王旦上と

の反応液では， 1-NPに相当する Rf値 0.66

の位置に，主な spotが生じた。 1-NPのspot

は黄色であり， 1-APの spotは紫外線照射に

よって蛍光を発した。 1-AP相当部分を抽出

して蛍光スペクトルをとると，励起波長 363

nmでは蛍光波長 420nmにヒ°ークをもち， 1 -

APの標準物質と同じであった。

B. fragilisの一夜培養液と 1-NPとを 37~ 

3時間反応させ，残存変異原性が 15. 1％の時

に，その培養上清と 1-NPとを反応させると，

87. 7％であったので， 1-NPを不活化する活

性は細菌細胞にあることがわかった。さらに，

細菊を音波処理で壊して， 9 0 0 0 X g, 1 U分間

遠心して， その上清と沈澱画分とに分けて， 1-

NP不活化能を比較したところ，上清 (S9画

分）では残存変異原性は 4.1％であるのに，沈

澱画分では 77.6％であり，いわゆる S9画分

に活性があった。

腸管内の細菌の 99.9％は嫌気性菌（偏性嫌

気性菌 ）であるので，常在する嫌気性菌の主な

もの， および代表的な好気性菌 （偏性好気性菊

と通性嫌気性菊）の粗抽出液 S-9画分につい

て， l-NP lOOnmolからの 1-AP生成量

その比活性， および 3時間反応後の変異原性に

いて， 1-AP生成比活性が低かった。以上を

総括すると， 1-NPからの 1-AP生成は，腸

管内の主たる嫌気性菊によって行われている

ものと考えられる。また，表 1から 1-AP生

成比活性が高い菌種では，反応後の抽出物の残

存変異原性が減少している傾向がわかるが， B.

fragilisのS-100画分を使用して，経時的に

1-AP生成量と変異原性減少とを調べると図

1に示すように その量的関係が明らかである。

つまり， 1-NPから 1-APが生成されるに

つれて，変異原性が減少している。

1-NP不活化能に関して，同一困種のなか

で菌株による差があるかどうかを，臨床分離株

をも含めて 5株のB.fragilisについて調べた

ところ，比活性は 2.17~2. 51であり， その平

均値は 2.36士0.14 n mol/h/mg proteinで，

菊株による差はなかった。

この 1-NP還元酵素は， 3 0, 0 0 0 X g, 3 0分

遠心上清，さらに 100,000xg, 2時間遠心上清

(S-1 o o)画分に存在しており， s-100画分

で調べた限りでは，至適pHは6.8であり，補酵

素と してはNADHより NADPH の方が活性が

高く， KC I, MgCl 2 は不要であった。現在，

反応系を改めて， B．fragilisの1-NP還元酵

素を精製中である。

ついて測定した結果を表 1に示した。 1 -AP 考 察

生成比活性が高い菊種は，嫌気性菌のB.fr-aー 大気，自動車排ガス，小型エンジン排ガス，

gilis, B.thetaiotaomicron, B. vulgatus， トンネル内大気中などの粒子状物質を捕集し，

Fus,bacterium mortiform, F. nucleatum， ェーテル溶性中性，酪性，、塩基性画分に分画し
Clostridium perfringens, C. sporogenes， て，各画分の変異原性をAmes法で調べたとこ

Bifidobacterium adolescentis B. bifidu叫 ろ，中性画分の活性が強く， （一） S9でも変異

~_tum, _f:. limosum, Peptoー 原性が高いことから，中性画分には， B(a)P

streptococcus anaerobiusであり，嫌気性 を代表とする PAHの他に direct-acting

菌でも，比活性が低い菊種が存在していた。そ

れに対して， 好気性困では， Klebsiella これらの direct-actingmutagensとしては

pneumonia eを除いて，ほとんど全ての困種にお PAHのニトロ化合物が考えら九実際にこれ
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Fig. 1. Kinetics of 1-aminopyrene production from 

1-ni tropyrene treated with crude extract of 

Baateroides fragi Zis and decrease of the 

mutagenic activity. 

らが存在しており， さらに， PAHが大気中や

排ガス中のN02によって容易にニトロ化するこ
1) 

とを明らかにした。 また， このことは Pitts

らによっても明らかにされている。8) この論文

では， これらニトロ化合物の代表として，1-NP

の人体への影響を想定して実験を行った。現在，

1-NPの発癌性が明らかにされつつあり（河

内卓，私信；常盤寛，北森成治，松尾和美，大

塚久，大西克成，未発表），その変異原性の強

さからも考え， 1-NPが， 変異原性 1/30の

1-APに，腸管内細菌によって代謝されるこ

とは，人体にとって有意義であると思われる。

しかし， 1-AP自体がindirect-acting

mutagen であり， （一） S9でも低いながら活

性があるので， 1 -APの発癌性の有無を明ら

かにすることも重要である。 1-NPから 1-

APへの中間代謝産物と考えられる 1-hydr-

oxylaminopy reneの意義や， DNAへ直接作

用する物質が何であるのかなど，作用機作まで

明らかにする必要がある。
5.. + 

1,6 -Dinitropyreneが1.9x 10 ° his'/plate/ 
4) 

nmolという最強の変異原性を示す ことか

ら， PAHのニトロ化合物による肺癌発生も考

え，新しい吸入装置（田中勇武，私信）ができ

次第，吸入発癌実験を行いたいと考えている。

Table 1. Production of 1-aminopyrene from 1-nitropyrene treated vith crude extracts of 

intestinal bacteria for 3 hours and decrease of the mutagenic activity. 

Bacterial strain 

None 

Anaerobes 

Bacteroides fragiUs 

B. melaninogeniaus ss. inte2"171edius 

B. meねninogen衣9U8 SS. meねninogeniaus

B. oraUs 

B. thetaiotaomiaron 

B. V辺.gat衣:.t8

Fusobacteriwn mortifo2"771 

F. nualeatum 

F. varium 

1-Aminopyrene produced Mutagenic activity 

Total Specific activity 

(n mol) (n mol/h/mg protein) (%) 

4゚4.2 

5.6 

8.5 

6.4 

69.0 

54.3 

41.0 

37.8 

17. 5 
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2゚.27 

0.27 

o.63 

o.47 

2.59 

2,35 

2.11 

1.99 

0.93 

100 

33.8 

74.1 

66.2 

73.3 

16.6 

28.5 

37.3 

27. 2 

45.5 



ctosかidiwnperfri哨ens 41.0 1.89 33.8 

C. sporogenes 35.0 1.83 31.8 

Bifidobacteriwn adotescentis 14.0 1.68 54.6 

B. bifidwn 30.4 2.08 28.5 

B. b1'eVe 4.6 o.42 75.1 

B. infantus < o.4 < 0.08 93. 3 

Eu.bacterium lent血 27.6 1.59 45.9 

E. limoswn 19.8 1.02 46.1 

LactrobaciZZus brevis < o.4 < 0.04 80.7 

L. aasei ss. aasei 1.65 0.12 81.3 

和 opionib匹te:riumacnes < o.4 < 0.04 80.7 

Vei'l'lone'lね ateate8eens 4.8 o.84 73. 2 

Peptococ四 smagnus < o.4 < 0.04 76.0 

Peptos切 eptooooousanaerobius 36.8 2.73 3 4. 7 

Streptococcus intermedius < o.4 < 0.04 77.0 

Aerobes 

Enterobaater aerogenes 15.7 o.84 54.6 

Escherichia coli 7.2 0. 38 74,6 

K'lebsieUa pnewnoniae 21.2 1.09 56.2 

Proteus morganii 10.6 0.71 60.7 

Sa玩one紅a typh初皿•iwn 3.0 0.19 72.0 

Pseudomonas ae匹gino0a 3.6 0.2.. 7 75,1 

Micrococcus iuteus 7. 3 o.44 75.3 

staphytoeoecu8 aureus 2.3 0.17 7 4. 6 

S. epidermidis 10.4 o. 58 68.3 

Sかeptococ四 sfaecaUs 5.3 0.35 74.6 

はじめに
現在，変異原物質をスクリーニングするため

のAmesテストは広く普及し，環境中の変異原

を見つけるのに役立っている。ーところで，この

テストで陽性にでる物質も，テスト系にある種

の共存物質があると陰性の結果を与える場合が

ある。見方を変えると，このような妨害物質は，

人間に対する変異原の脅威を軽減するために役

立つかもしれないので， この現象を解析するこ

とは重要である。

以下，われわれが見出したヘ ミンとその誘導

体の場合，およびオレイン酸などの不飽和脂肪

酸の場合について，その阻害作用についてのベ

てみたい。
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変異原物質のAmesテストでの陽性を陰性に変

える 2,3の因子

ーーヘミンおよび不飽和脂肪酸の場合一―-

ヘミンの種々の変異原に対する阻害作用 1,2)

われわれは，生体を構成する低分子物質のう

ちで，変異原の活性を阻害するものはないかと

さがしていたところ，たまたまヘミンがTrp-

p-1の活性を阻害することを見出した。 Trp-

p-1の変異原活性を， Salmonella typhi-

murium TA 98を用い， プレインキューベー

ション法によって調べる際，ヘミンを共存させ

ておいた。その結果，図 1で示したようにTrp-

`::::CoHo2HO互NH2
Hem in Trp-P-1 

*〒 700 岡山市津島中 1- 1 - 1 

早津 彦哉＊ （岡山大学 ・薬学部）

p-1 1.8 nmoleに対してヘミ ン3 nmole 添

加によって His―から His十に復帰したコロニ

ー数は50％減少した。さらに， 100nmoleへ

ミン添加によってコロニー数はバックグラウン

ドと等しくなった。この阻害実験に当っては，

菌のコロニー形成能の失活 (ki11 ing)が起っ

ていないことを確認した。このことは，コロニ

ー数の減少が単なる殺菌作用の結果ではないこ

とを示している。この阻害実験は 5回くり返し

行なっていずれも大差ない結果を得た。

図 1. Trp-P-1の変異原に対するヘミンの阻害
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これと同様の実験を行なって，種々の変異原

に対するヘミンの阻害作用の有無を調べた。阻

害作用のある場合は， 50%阻害および95%以上

の阻害に必要なヘミン量（ I5。および I95)を

求めた。また，ヘミンと類縁の構造を持つヒ°ロ

ール色素であるプロトポルフィリン，ビリベル

ディン，ビリルビンおよびクロロフィリンにつ

いても同様の実験を行なった。これらの結果を

表 1と表 2に示す。表 1は「焼けこげの変異原」
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表1. ヘミンおよびヒ ロ゚ール色素によるアミノ酸加熱分解変異原の活性阻害

変 異
変異原の量

原
Cnmole/plate) 

Trp-P-1 

Trp-P-2 

Glu-P-1 

Glu-P-2 

アミノー a-
カルボリン

アミノメチルーa-
カルボiン

表 2

変 異

1.8 

0.1 

1.7 

9. 1 

8 0 

2 5 0 

原

ヘミン
I 5。I95 
3 75 

20 

75 

40 

30 

25 

50 

阻害に要する量（ nrrn1 e / p 1 ate)(TA 9 8, + S 9) 

クロロフィリン ビリベルディンプロトポルフィリン
I 5。 I,5 I 5。 I,5 I 5。 I,B
1 o __ o 2 o o. 2 o o 7 5 o s o 3 o o 

200 300 

200 

100 

100 

1 0 0 

変異原の量 S9 

(nmole/plate) (μ' 

1 0 0 

1 5 0 

150 

200 

300 

300 

300 

500 

多環構造を持つ発がん物質の変異原性に対するヘミンの阻害効果

阻害に要する量
(nmole／叫紅e)

I 9 5 I 5 o・ 

500 

300 

200 

500 

500 

2,000 

1,000 

750 

2,000 

2,000 

1 0 0 

(-) 

(-) 

(-) 

50 

薗

300 

(-) 

(-) 

(-) 

500 

株

ベンゾ（a)ヒ°レン

ベンゾ（a)ピ レン

3ーメチルコラントレン

7, 10ージメチルー
ベンツ (a)アントラセン

リセンク

2ーアセチルアミノフルオレン

2ーアセチルアミノフルオレン

2ーニトロフルオレン

2ーニトロフルオレン

アフラトキシンB1

アフラトキシンB1

8 

30 

50 

1 0 0 

120 

100 

300 

100 

50 

5 

0.5 

25 

25 

50 

50 

50 

50 

50 

10 

1 0 

1 0 

1 0 

100 

3 0-100 

100 

100-200 

200 

200 

100 

1 0 

5 0-70 

50 

1 5 0 

300 

300-500 

300 

500 

500 

1,000 

750 

500 

300-500 

TA98 

TA  1 ・o o 

TA100 

TA100 

TA100 

TA98 

TA100 

TA98 

TA100 

TA98 

TA100 

に対する効果をまとめたものであり，表 2には

多環芳香族炭化水素を中心にした発がん物質に

対する効果をまとめた。

ヘミンは，焼けこげの変異原のいずれをも強

＜阻害した。また，調べた多環式構造の発がん

物質のすべてを阻害しだ。この中にはベンゾ(a)

ヒ°レン， アフラトキシン B1を含んでいる。プロ

ビリベルディン，ビリ）レビン

およびクロロフィリンはヘミンよりも阻害力が

トポルフィリン，

弱く，またヘミンのようにスペクトルは広くな

いが，多くのものに対して阻害を示した。

一方，ヘミンが活性を阻害しない変異原には

次のものがあった。 AF2 (TA 100, -S9), 

4ーニトロキノリン一 1ーオキサイド (TA100, 

+S9およびーs9) l ナイトロミン (TA100, 
-S9),Nーメチルー Nーニトロソウレア

(TA 1 oo, -S 9), NーメチルーN1ーニトロ

-Nーニトロソグアニジン (TAIOO,-S9),

Nーニトロソジブチルアミン (TA1 o o, + S 9), 

キノキサリン一1.4ージオキサイド (TA100, 

+S9および一 S 9), 

100, -s 9)。
カルバドックス (TA

以上のように，ヘミンが阻害する変異原物質

はいずれも多環式化合物であり，平面構造を持

っている。これに対し，阻害のかからないもの

は，いずれも 2環以下あるいは線状構造である。

従って，ヘミンは多環平面構造を持つ変異原一

般に対する阻害剤である可能性が大きいと考え

られる。上記の実験結果の出た後でテストした

新変異原 IQ(3環構造）に対するヘミンの効

果も，予想されるように阻害作用プラスであっ

た。構造未知の変異原に対してヘミンが阻害作

用を示した場合，その構造は多環性平面構造で

あると推測してもよいかもしれない。

次にヘミンの Trp-P-1およびTrp-P-2

に対する阻害の機構について研究した。まず，

ヘミンは Trp-P-I, Trp-P-2いずれとも

複合体を作ることがわかった。 Trp-P化合物

とヘミンのそれぞれの紫外，可視光吸収スペク

トルを測定しておき，次いで Trp-P化合物と

ヘミンとを I: Iのモル比で混合したものの吸

収スペクトルを測定したところ，両者単独のス

ペクトルを加算したものとは異ることがわかっ

た。また， Trp-P-1とヘミンの濃い水溶液を

混ぜ合わせると直ちに沈でんを生じた。この沈

でんは水に難溶であるが， ジメチルスルホキサ

イドに溶ける。ジメチ）レスルホキサイド溶液を

シリカゲルの薄層クロマトグラフィーにのせ，

メタノールで展開したところ， Trp-P-1.と

ヘミンの各スボットを与え，複合体としてのス

ポットは検出できなかった。これらの事実から，

ヘミンは Trp-P化合物と可逆的に複合体を作

ることが示唆された。

Trp-P-1あるいはTrp-P-2をS9で処理

したのち，有機溶媒でS9タンパクを沈でんさ

せた。遠心分離したのちに上澄を減圧下蒸発乾

-S9で TA98に対し変異原性固したところ，

て，

を示した。こうして得られる直接変異原に対し

ヘミンは阻害効果を持つことがわかった。

また， Trp-P-2 

(Trp-P-2*)を高速液体クロマ．トグラフィー

によって単離できた。単離した Trp-P-2＊は

と同様にヘミンと複合体を形成すTrp-P-2 

ることがわかった。

以上のことから，ヘミンは Trp-P化合物と

複合体を作って Trp-Pが変異を誘発するのを

妨げていると推定される。そこで次に， Trp-

Pが代謝活性化されるステップをヘミンが阻害

するか，また活性化された Trp-PがDNAを

攻撃するのをヘミンが妨害するかを調べた。そ

の結果，ヘミンはこの両段階ともに阻害するこ

とがわかった（データは示さない。）

ヘミンはTrp-P化合物の変異

性を 2つのステップで阻害していると結論され

図 2のように，

る。

Trp-P-2 ~ Trp-Pー？→DNA
會會．
Hem in Hemin 

不飽和脂肪酸の阻害作用 3.4)

健康人の糞便をジエチルエーテルで抽出し，

エーテル層を蒸発して得られる油状物質はTrp-

p-1の変異原活性を阻害する作用があった。

Trp-P-1 l.5nmoleに対し，糞便 0.5'l当量

の抽出物を添加すると完全な阻害が見られた。

この際，用いた菌TA98への殺菌作用は認められ

ないので，

図 2.

の場合， この直接変異原

従って，

Trp-P-2のヘミン

による阻害の機構

この阻害は菌の死滅による見かけ上の

ものということはない。糞便抽出物が阻害する

変異原としては，この他に調べたものでは，

Glu-P-1, Amino-<1,-carboline, IQ, 

ベンゾ(a)ピレンおょびアフラトキシン恥がある。

これらの変異原物質は，いずれも S9によって

活性化後にはじめて変異原性を示す，いわゆる

間接変異原であるが， Trp-P-1 をあらかじ
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めS9処理して得られる直接変異原に対しても

糞便抽出物は阻害をした。

次に，この糞便抽出物中⑪阻害物質の分離同定

を行なった。シリカゲルの薄層クロマトグラフィ

ーを用いて分離したところ，阻害活性部分はオ

レイン酸と同じ RF値を持っていることがわか

った。そこでオレイン酸が阻害活性を持つかを

調べたところ，図 3のように， Trp-P-1 の

活性を阻害した。

図3. オイレン酸による

Trp-P-1の活性阻害
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興味あることに，薄層クロマトグラム上でオレ

イン酸（18 : 1)と一緒に挙動し，そのため活

性部分に含まれてくるステアリン酸（18 : 0) 

は，阻害活性がなかった。また， リノール酸

(1 8 : 2)は阻害活性があるがパルミチン酸

(1 6 : 0)はない。従って，この阻害活性は不

飽和脂肪酸に特異的にあるものと思われた。元

々の糞便抽出物の Trp-P-1 活性阻害は，そ

れに含まれているオレイン酸とリノール酸によ

って阻害の強さがよく説明できることもわがっ

た。オレイン酸およびリノール酸は種々の変異

原に対して阻害活性を示した（表 3)。オレイ

ン酸は直接変異原Trp-P-1＊やTrp-P-2* 

に対しても阻害をするから，変異原との間に化

学的な相互作用をすることによって阻害してい

ると考えられる。この点についてはさらに今後

の研究を必要とする。

表 3 オレイン酸およびリノール酸の変異原阻害活性i)

考察
ヘミンや不飽和脂肪酸が共存すると，種々の

変異原のAmesテストの結果が陰性になること

がわかった。不飽和脂肪酸は広く脂肪層に分布

しているので， サンプル中に脂肪分が混って

いると変異原性テストが"false negative " 

となる恐れがあるといえよう。焼いた牛肉中の

変異原物質は「塩基性画分」に存在するが，

「酸性画分」—―ーここにはオレイン酸が入って

いる一ーを加えると，塩基性画分の変異原性は

完全に阻害されてしまった。
4) 

このようなAmesテストでの阻害作用を示す

物質が，実際に生体内で役立っているか，つま

り，変異原が及ぼす害作用から人間を守るか，

という点が最も重要である。この点を今後追求

してゆきたいと考えている。

文献

阻害に要する量（ mg/plate)  

変異原
変異原の量 S、

オレイン酸 リノール酸
Cnmole/plate) (μf) 

I 5 0 I 95 I 5o I 95 

Trp-P-1 1.5 1 0 0.0 2 0. 0 7 0.0 3 0.0 5 

活性化Trp-P-1 2 0.0 2 -h) 0.0 7 0.5 

Nーアセチルー Trp-P-1 1 0 1 0 0.0 3 0.0 5 nd-c) 

Glu-P-I 1 1 0 0.0 3 0. 0 8 0.0 2 0.0 5 

Glob-P-2 7 5 1 0 0.0 4 0. 1 0.0 3 0.0 6 

IQ 0.3 1 0 0.0 3 o.o 7 0.0 I 0.0 4 

ベンゾ（a)ヒ°レン 1 0 2 5 0.0 8 0. 3 8 o.o 3 0.91 : 7 

アフラトキシン B1 3 I 0 0.0 2 o. 1 2 0.0 2 o.o 4 

a) サルモネラ菌TA9 8を用いた。

b) オレイン酸 0.03訊gで 70%阻害，また 0.5 mgを加えたとき， 80 %阻害であった。

c) 未実験

l. Arimoto, S., Ohara, Y., Namba, T., Negishi, T. 

and Hayatsu, H. (1980) Inhibition of the 

mutageni city of amino acid pyrolysis products 

by hemin and other biological pyrrole pigments. 

B iochem. Bi ophys. Res. C。11111.,92, 662-668. 
2. Arimoto, S., Negishi, T. and Hayatsu, H. (1980) 

Inhibitory effect of hemin on the mutagenic 

activities of carcinogens. 

Cancer Letters, 11, 29-33. 

3. Hayatsu, H., Arimoto, S., Togawa, K. and 

Makita, M. (1981) Inhibitory effect of the 

ether extract of human feces on activities of 

mutagens. Inhibition by oleic and l inoleic 

acids. Mutation Res., 81, 287-293. 

4. Hayatsu, H., Inoue, K., Ohta, H., Namba, T., 

Togawa, K., Hayatsu, T., Makita, M. and 

Wataya, Y. (1981) Inhibition of the mutagenicity 

of cooked-beef basic fraction by its acidic 

fraction. Mutation Res., in press. 
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実験ノート

「せっかちAmes法」について

有元佐賀恵＊，根岸 和雄，早津 彦哉（岡山大学・薬学部）

Ames法では， 2晩のインキュベーション後

にHis十復帰コロニー数を数えるが，これを，

1晩のインキュベーションですまそうと考え，

一つの方法を案出した。これを第 9回研究発表

会で発表したが，その後，あちこちから実際の

やり方について問合せがあるので，以下に実験

法を簡単にのべる。原理は，プレート上の寒天

培地にヒスチジン以外のアミノ酸を加えておい

て， His十菌の生育を促進することによってい

る。この方法をわれわれは上記のようなラボ用

語で呼んでいる。

プレートの作成は，従来の培地 I¢当り，下

記 stock solution 40叫を加えて作成する。

すなわち， Vogel-Bonner 最少培地E,グル

コース，寒天を高圧蒸気滅菌後，混合する時，

同時にこの stocksolution を混合する。プ

レートは作成後，半月程の間に使用するとよい。

古くなると生育促進の効果が薄れる。

Stock solutionは， 15種類のアミノ酸

(Gly, Ala, Leu, Val, Ileu, Ser, Thr, Met, 

Pro, Lys, A rg, Glu, Asp, Phe, Trp)各々

300叩を混合して， 150鸞［の水に溶かし， ま

た，チロシン 300 叩を 40 鵞［の•IN HC 1に溶

かして，両者を混合して，水で 200鵞［にメスア

ップしたものである。高圧蒸気滅菌後室温で保

存できる。

Mutation assayを従来法と同様に行なっ

て， 24時間後に， His十菌数を countできる。

プレインキュベーション法でも，直接プレート

法でもいずれでもよい。現在までにTA98,100, 

*〒700 岡山市津島中 1- 1 - 1 

1 5 3 5, 1 5 3 7, 1 5 3 8 について，種々の変異原

を用いてS9存在下あるいは非存在下でテス，ト

を行ない，従来法とほぼ等しいHis十コロニー

数が24時間で観察できることを確かめてある。

大まかな結果は18時間の培養で判定できる場合

が多い。

本法は粗材料からの変異原物質の分離方法の

検討，あるいは変異原修飾物質の検索，分離の

ように，答えが出ないと次に進めない研究過程

において大変有効であり，われわれの研究室で

はそのような目的のため多用している。

文献

Arimoto, S., Negishi, K. and Hayatsu, H. (1981) 

A modification of the Ames test procedure: 
＋ 

Accelerated growth of the His・ revertants, 

Mutation Res., 91, 407-411. 
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お知らせ

第 3回国際環境変異原会議

―—京都サテライトシンポジウムの御案内一一—

本年 9月東京・三島で開かれます第 3回国際

環境変異原会議（3rdICEM)のサテライト

シンポジウムが京都で開かれます。この会議は

すでにサーキュラーなどで御存知のように東京

と合わせて登録いただいていますが，近畿地区

を中心に京都シンボジウムのみの参加の希望も

出ています。このため ICEM準備委員会のご

了承を得て，京都シンポジウムのみの参加を受

付けることになりました。シンポジウムの内容

は下記の予定です。 ICEMに参加申し込みさ

れなかった方，あるいは皆様の研究室などでこ

の分野にこ‘‘関心のある方に多数御参加下さいま

すよう御案内します。

一記

3rd ICEM京都サテライトシンボジウム

// Current Problems of Envi ronmen-

tal Mutagens & Carcinogens// 

日時： 1981年 9月 26日け:), 27日（日）

会場：京都市左京区京都会館第 2ホール

I シンボジウム

食物，大気，水，農薬，医薬品，化粧品など

環境中の変異原，がん原物質についての研究報

告 (4セッション）

II パネル討論

職業および産業に関連した変異原，がん原物

質の検定法や規制に関する討論 (3パネル）

西岡 一 （準備委員会委員長）

外国からの主な参加予定者

B. Ames（アメリカ）， H.F. Stich（カナダ）

D. Wild（西ドイツ）， J. Moutschen（ベル

ギー）， L.Fishbein (アメリカ），

A. Carere（イタリア）， W.Lij insky（アメリカ）

他演者約 20名．

参加希望者は下記へ御連絡下さい。折返し参

加申込書をお送りします。参加費は 15,000円

（プログラム，パーティ会費を含む），申込み

の締切は 8月 15日です。

なお一般からの講演申込みはお受けしないこ

とになっていますので御了承下さい。また，京

都シンポジウムの特色を打ち出す企画も追加し

たいと考えています。御意見，御希望をお寄せ

下さい。

〒 602 京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学工学部生化学研究室

京都サテライトシンポジウム

準備委員会事務局

電話（075)251-3919 
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＿編集後記―--

昭和56年も半ばになってしまいましたが， 「環境変異原研究」を

お届けいたします。 9月の第 3回国際環境変異原会議を前に，皆様

お忙しい毎日と思います。本号は昭和55年11月28日， 29日に岡山市

の総合福祉会館で開催された日本環境変異原学会第 9回研究発表会

の特集号として編集いたしました。発表会での特別講演やパネル討

論は要旨集に内容が掲載されていないので，ここにまとめたのは大

いに意義があろうかと思います。

最近，変異原とがんとの関係が新たな観点から盛んに論議され，

会員各位も深い関心をもって見て居られると思います。 9月の国際

会議や， 12月 3日， 4日に予定されている日本環境変異原学会第10

回研究発表会でもこの問題が論じられることが期待されます。

われわれの身のまわりにはまだまだ調べればいろいろな変異原が

あり，スクリーニングを続けることは大切であると感じるこのごろ

です。皆様の御健闘を祈って居ります。 CH) 

- 5 4 -

日本環境変異原学会会則

第 1条 本会は日本環境変異原学会 (TheEn-

vironmental Mutagen Society 

of Japan) と称する。

第 2条 本会は人間環境における突然変異原，

特に公衆の健康に重大な関係を有する

突然変異原の研究を推進する ことを目

的とする。

第 3条 本会の会員は，正会員および賛助会員

とする。正会員は本会の趣旨に賛同し，

環境変異原の研究に必要な知識と経験

を有し，定められた会費を納入した者，

賛助会員はこの学会の事業を後援し，

定められた会費を納入した個人または

法人とする。

第 4条 本会に入会を希望するものは， 所定の

申込書に記入の上，本会事務所に申込

むものとする 。入会の可否は評議員会

において決定する。

第 5条 会員は毎年会費を納入しなければなら

ない。次年度の年会費の額は評議員会

において審議し総会において定める。

第 6条 本会はその目的を達成するために次の

事業を行う 。

1. 年 1回大会を開催し，学術上の研

究成果の発表および知識の交換を行

う。

2. Mutation Research誌の特別

巻を特価で購入販布する。

3. 国際環境変異原協会に加入し，国

際協力に必要な活動を行う 。

4 その他本会の目的を達成するため

に必要な活動を行う 。

第 7条 本会に次の通り役員および評議員を置

く。

会 長 1名， 庶務幹事 1名，

会計幹事 1名， 会計監査 2名お

よび評議員若干名。

評議員は全会員の投票により 選ぶ。

会長は評議員の互選によって定める。

庶務幹事，会計幹事および会計監査は

会長が委嘱する。

この他会長は必要な場合には会員の中

より若干名を指名 し総会の承認を得て，

評議員に加える ことができる。

役員および評議員の任期は 2年とする。

役員が同じ任務に引続いて就任する場

合には 2期をもって限度とする。

第 8条 評議員会は会員を代表し，事業計画，

経費の収支，予算決算およびその他の

重要事項について審議する。

第 9条本会は年 1回総会を開く 。

総会において会則の改廃制定，予算 ・

決算の承認，その他評議員会において

審議した重要事項の承認を行う 。

第10条 本会の事務執行機関は会長および 2名

の幹事をもって構成する。

会長は執行機関の長となり ，また本会

を代表する。

第11条 本会の事務は暦年による。

第12条本会に名誉会員を置く。

附記

1. 本会則は昭和53年 1月 1日より施行す

る。

2. 本会は事務所を

静岡県三島市谷田1111番地に置く。

3. 正会員および賛助会員の会費はそれぞ

れ年額 3,000円および l口20,000円とする。

ただし， Mutation Research 誌の

特別巻の配布を希望する ものは，会費の

他に別途定める購読料を本会へ前納する

ものとする。
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